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JICA（国際協力機構）の研修員が高丘浄水場を視察しました

ペットボトルの「苫小牧の水」をつくりました

第49回水道週間が開催されました

災害時の給水は？

ご存知ですか？　ひょっとこ踊り

水と私 アフリカ中近東から派遣研修員が来ました

水道料金の支払は口座振替で

水道のことで困ったら

平成18年度の収支決算状況

10月1日から上下水道部になりました
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国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
が
進
め
る
ア

フ
リ
カ
、
中
近
東
諸
国
な
ど
乾
燥
国
の
水
資
源

確
保
・
開
発
・
水
質
保
全
等
に
関
し
て
、
室
蘭

工
業
大
学
で
技
術
指
導
と
政
策
指
導
を
受
け
て

い
る
8
カ
国
（
エ
ジ
プ
ト
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
イ
ン
ド
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
中
国
、
イ
ラ
ク
）

8
名
の
派
遣
研
修
員
が
錦
多
峰
浄
水

場
、
高
丘
浄
水
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
研
修
生
は
、
化
学
者
、
技

術
者
等
で
年
齢
は
27
歳
か
ら
38
歳
の

方
々
で
す
。

浄
水
場
職
員
の
説
明
を
通
訳
を
通

し
て
熱
心
に
聞
き
入
り
、
特
に
高
丘

浄
水
場
の
緩
速
ろ
過
方
式
に
関
心
を

示
し
、
自
国
の
水
環
境
下
で
の
緩
速

ろ
過
方
式
導
入
の
可
能
性
を
探
る
多

く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
苫
小
牧
は
「
湿
気
が
な
く

緑
豊
か
な
と
て
も
良
い
都
市
」、
苫

小
牧
の
水
は
「
清
澄
で
安
全
な
水
」、

「
大
変
清
潔
で
安
全
」、「
水
質
が
良

く
お
い
し
い
」
と
の
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

国
連
の
調
査
で
は
、
水
を
な
か
な
か
手
に
入

れ
ら
れ
ず
、
不
衛
生
な
水
し
か
飲
め
な
い
人
が

世
界
に
10
億
人
も
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

水
を
飲
め
て
も
、
不
衛
生
な
た
め
に
コ
レ
ラ

菌
等
細
菌
が
体
内
に
入
り
、
下
痢
に
な
っ
た
り

し
て
1
日
に
6
千
人
の
子
供
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。

帰
国
後
、
こ
の
た
び
の
研
修
で
得
た
知
識
や

情
報
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
道
事
業
の
発
展
に
寄

与
で
き
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
会

に
苫
小
牧
と
の
友
好
関
係
が
築
か
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
、中
近
東
か
ら
派
遣
研
修
員
が
来
ま
し
た

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
と

は
、「
よ
り
よ
い
明
日
を
、
世
界
の

人
々
と
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
、

開
発
途
上
国
の
人
材
開
発
や
技
術
協

力
な
ど
、
主
に
「
人
を
通
じ
た
国
際

協
力
」
を
実
施
す
る
、
外
務
省
所
管

の
独
立
行
政
法
人
の
こ
と
で
す
。

主
な
事
業
に
、
海
外
で
発
生
し
た

地
震
等
の
大
規
模
自
然
災
害
時
に
派

遣
す
る
、
国
際
緊
急
援
助
隊
な
ど
の

「
専
門
家
派
遣
事
業
」、
又
、
青
年
海

外
協
力
隊
な
ど
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
」、
さ
ら
に
、
日
本
国
内
で
の

「
研
修
員
受
入
れ
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
研
修
員
受
入
れ
事

業
で
浄
水
場
を
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

平
成
十
年
に
縁
あ
っ
て
大
阪
よ
り
苫
小
牧
に
移
り

住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

苫
小
牧
に
住
ん
で
み
て
、
道
内
で
も
数
少
な
い
自

然
環
境
の
優
れ
た
街
で
あ
る
こ
と
に
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。

そ
れ
は
暑
い
夏
で
も
ク
ー
ラ
ー
を
使
わ
な
く
て
も

よ
い
生
活
、
そ
し
て
何
よ
り
も
美
味
し
い
苫
小
牧
の

水
道
水
で
す
。

夏
で
も
十
秒
程
の
放
水
で
冷

た
く
な
る
水
、
そ
し
て
湧
き

水
の
ご
と
き
美
味
し
い
水
、

大
阪
に
居
た
と
き
に
は
味

わ
え
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。蛇

口
を
開
け
ば
当
然
の

よ
う
に
出
て
く
る
水
道

水
、
し
か
し
こ
れ
も
こ
の

業
務
に
携
わ
る
関
係
者
の

努
力
で
維
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
六
月
の
水
源
地
な
ど

の
見
学
会
で
知
り
、
感
謝
の

気
持
ち
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

今
後
と
も
こ
の
美
味
し
い
水
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
内
住
吉
町

米
　
谷
　
　

元

安
　
江
　
夫
妻

熱心に質問する研修生（高丘浄水場）
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苫
小
牧
の
港
ま
つ
り
で
踊
り
続
け
ら
れ
て
い

る
「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
　
今
年
も
、
ポ
ー
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
で
愛
嬌

た
っ
ぷ
り
に
す
ば
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

沿
道
の
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
、
見
事
「
敢
闘

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」
は
意
外
に
歴
史

が
古
く
、
港
ま
つ
り
に
登
場
し
た
の
は
今
か
ら

四
十
二
年
前
の
昭
和
三
十
八
年
第
十
回
港
ま
つ

り
で
す
。

今
年
は
な
ん
と
四
十
三
回
目
の
出
場
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」
…

ひ
ょ
っ
と
こ
の
お
面
で
扮
装
し
、

「
博
多
ど
ん
た
く
」
の
リ
ズ
ム
で

踊
る
姿
は
、
軽
妙
で
、
ま
た
滑

稽
さ
も
あ
っ
て
見
る
人
の
人
気

を
集
め
て
お
り
、
代
々
市
役
所

各
部
の
持
ち
回
り
で
続
い
て
き

ま
し
た
。

上
下
水
道
部
で
は
、
平
成
元

年
度
に
「
お
い
し
い
水
」
を
Ｐ
Ｒ

す
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と
そ

ろ
い
の
法
被
を
作
り
、
山
車
に

も
「
お
い
し
い
水
」
の
看
板
を

取
り
付
け
、
部
を
あ
げ
て
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
上
下
水
道
部
と
し
て
、

現
在
ま
で
連
続
で
出
場
し
て
い
ま
す
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
上
下
水
道
部

内
の
お
祭
り
好
き
な
有
志
が
集
ま
っ
て
「
ひ
ょ

っ
と
こ
踊
り
保
存
会
」
な
る
も
の
を
結
成
し
ま

し
た
。

会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
祭
り
は
見
る
も
の

で
は
な
く
、
参
加
し
て
沢
山
汗
を
か
い
て
美
味

し
い
水
（
酒
？
）
を
飲
も
う
」
を
実
践
し
て
お

り
ま
す
。

苫
小
牧
の
お
い
し
い
水
を
守
る
と
共
に
、「
ひ

ょ
っ
と
こ
踊

り
」
を
も
守

る
…
と
い
う

こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も

是
非
こ
の

「
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
」
に

今
一
度
注
目

し
て
く
だ
さ

い
。こ

れ
か
ら

も
こ
の
長
い

伝
統
を
絶
や
す
こ
と
な
く
保
存
会
に
は
頑
張
っ

て
貰
い
、
苫
小
牧
の
名
物
と
し
て
残
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
〇
年
以
上
も
続
い
て
い
る
「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」
で
す
が
、
生
ま

れ
た
き
っ
か
け
は
、
港
ま
つ
り
へ
の
仮
装
行
列
な
ど
の
出
し
物
を
考
え

て
い
た
苫
小
牧
市
が
、
当
時
静
岡
県
清
水
市
に
住
ん
で
い
た
舞
踏
家
の

藤
本
紫
紅
さ
ん
に
「
簡
単
に
踊
れ
る
踊
り
を
・
・
」
と
お
願
い
し
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」
を
考
案
し
て
も
ら
っ
た
の
が
そ
の

ル
ー
ツ
。

平
成
七
年
に
考
案
者
の
藤
本
さ
ん
を
招
待
し
、
改
め
て
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
ま
さ
か
三
十
年
間
も
続
い
て
い
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
…
」
と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

◆
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
原
点
◆
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○
緊
急
資
材
貯
蔵
庫

緊
急
資
材
貯
蔵
庫
に
は
、
万
一
、
水
道
施
設

が
被
害
を
受
け
た
場
合
に
も
、
迅
速
な
復
旧
が

図
ら
れ
る
よ
う
水
道
用
資
材
を
貯
蔵
し
、
さ
ら

に
応
急
給
水
時
に
使
用
す
る
給
水
タ
ン
ク
な
ど

を
備
え
、
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

緊
急
資
材
貯
蔵
庫
は
日
の
出
公
園
、
錦
多
峰

浄
水
場
、
市
役
所
の
３
箇
所
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
上
水
ポ
ン
プ
場
、
下
水
処

理
セ
ン
タ
ー
に
給
水
タ
ン
ク
を
備
え
て
い
ま
す
。

○
緊
急
貯
水
槽

災
害
時
に
お
い
て
も
飲
料
水
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
日
の
出
公
園
に
緊
急
貯
水
槽
（
貯
水
容

量
４０
ｍ
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
地
震
な
ど
で
配
水
管
が
破
損

し
た
と
き
は
、
貯
水
槽
と
配
水
管
を
つ
な
ぐ
遮

断
弁
が
自
動
的
に
閉
止
さ
れ
、
緊
急
時
の
飲
料

水
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

平
常
時
に
は
配
水
管
と
し
て
新
鮮
な
水
道
水

が
流
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
丘
浄
水
場
に
あ
る
配
水
池
１
池

に
も
緊
急
遮
断
弁
を
設
置
し
、
災
害
時
に
最
大

約
６
千
ｍ
の
飲
料
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
配
水
池
は
高
丘
浄
水
場
に
３

池
、
錦
多
峰
浄
水
場
に
２
池
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
災
害
の
直
後
、
多
少
の
流
出

は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
手
動
で
仕
切
弁
を
閉
止

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
緊
急
貯
水
槽
を
増
設
し
、
よ
り
多
く

の
飲
料
水
が
確
保
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
応
急
給
水
用
具

応
急
給
水
用
具
と
し
て
、
給
水
タ
ン
ク
（
給

水
車
用
）、
給
水
栓
（
可
搬
型
）、
ポ
リ
容
器
、

ポ
リ
袋
を
備
え
て
い
ま
す
。

給
水
所
で
は
、
こ
れ
ら
を
使
っ
て
市
民
の
皆

様
に
直
接
給
水
を
行
な
う
ほ
か
、
持
参
し
て
い

た
だ
い
た
容
器
に
も
給
水
を
行
い
ま
す
。

○
各
家
庭
で
で
き
る
こ
と

ポ
リ
袋
は
毎
年
、
貯
蔵
数
を
増
や
し
て
は
い

ま
す
が
、
現
在
の
数
だ
け
で
市
民
の
皆
様
全
て

に
給
水
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

各
ご
家
庭
で
も
容
器
を
備
え
る
と
い
っ
た
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
時
は
、
交
通
手
段
の
途
絶
や

渋
滞
な
ど
に
よ
り
、
応
急
給
水
体
制
が
整
う
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

各
ご
家
庭
で
も
、
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル

（
生
命
維
持
の
た
め
の
最
小
限
必
要
量
）
と
し
て

最
低
３
日
分
（
９
リ
ッ
ト
ル
）
程
度
を
目
安
に

飲
み
水
の
備
蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。（
水
道
水
の

場
合
は
、
３
日
に
一
回
、
入
れ
替
え
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。）

ま
た
、
断
水
に
な
る
と
ト
イ
レ
の
水
も
流
れ

な
く
な
り
ま
す
。
お
風
呂
の
水
な
ど
を
使
え
る

よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う
。

給水タンク（樹脂製、1m3）

ポリ袋（背負い型、6¬）

給水栓（可搬型）とポリ容器（10¬）

ポリ袋（手さげ型、10¬）

動力ポンプ、手動ポンプを使い、
水を汲み上げている作業の様子

3

応急給水用具貯蔵数量（平成19年9月現在）

3

配水管
仕切弁

仕切弁

日の出公園緊急貯水槽概要図

仕切弁開 開

給水栓 動力ポンプ
手動ポンプ

給水室 遮断弁室

貯水容量
40m3

閉
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今
年
も
「
水
道
が
う
る

お
す
日
々
の
健
や
か
さ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
６
月
１

日
か
ら
７
日
ま
で
、
第
49

回
水
道
週
間
が
全
国
一
斉

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

苫
小
牧
市
で
も
「
水
道

施
設
見
学
会
」
や
「
キ
ラ

リ
・
水
コ
ン
サ
ー
ト
」
な

ど
の
行
事
を
行
い
、
水
に

親
し
む
、
水
を
考
え
る
機

会
を
設
け
ま
し
た
。

水
道
施
設
見
学
会
は
６

月
３
日
（
日
）
に
、
市
民

63
人
の
参
加
に
よ
り
、
北

大
研
究
林
内
の
ハ
イ
キ
ン

グ
、
北
大
研
究
林
資
料
館
、

幌
内
・
勇
振
取
水
場
、
幌

内
ポ
ン
プ
場
や
高
丘
浄
水

場
の
見
学
を
行
っ
た
後
に
、

七
条
大
滝
を
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
２
日
（
土
）

に
は
、
市
民
会
館
の
大
ホ

ー
ル
で
苫
小
牧
管
工
事
業

協
同
組
合
と
共
催
で
、「
キ

ラ
リ
・
水
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
学
生
、
高
校
生
の
み
な
さ
ん
の
吹
奏
楽
演

奏
や
市
内
の
合
唱
団
な
ど
の
み
な
さ
ん
と
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

七条大滝

キラリ・水コンサート（市民会館）

最近は“○○の水”といってペットボトル詰めの飲料水が全国的におおはやりですが、一般に市販されて
いるこの種の飲料水は、総称して「ボトルウォーター」とよばれます。
これら容器入り飲料水は、大きく次の3種類に分類されます。それぞれの違いは、原水はいずれも地下水

などですが、飲み水として市販する場合の処理方法が違います。
「ナチュラルウォーター」…ろ過・沈殿・加熱だけの処理
「ミネラルウォーター」…ろ過・沈殿・加熱処理のほかに、複数の原水の混合、ミネラル分の調整を行ったもの。
「ボトルドウォーター」…ろ過・沈殿・加熱のほかに原水の本来成分を大きく変化させる処理を行ったもの

で、原水が地下水以外の場合はすべてこのボトルドウォーターになります。
※ 今回つくった「苫小牧の水」は、苫小牧の水道水から、塩素分を取り除いてつくられたものですから分
類としては、「ボトルドウォーター」になります。

６
月
24
日
（
日
）
に
、
苫
小
牧
市
字
静
川

で
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
の
下
、

「
第
58
回
全
国
植
樹
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
明
日
へ
　
未
来
へ
　
北
の
大
地
の
森
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
各
地
か
ら
一
万
人

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

上
下
水
道
部
で
は
、
水
道
水
の
お
い
し
い

都
市
と
し
て
選
ば
れ
た
苫
小
牧
市
の
水
道
水

を
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
し
て
つ
く
り
、
参
加

し
た
全
国
の
方
々
に
飲
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

又
、
新
潟
県
の
中
越
沖
地
震
の
被
災
地
柏

崎
市
に
対
し
約
二
千
本
を
支
援
物
資
と
し
て

送
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
苫
小
牧
市
外
か
ら
の
来
訪
者
に
お

い
し
い
水
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
、
夏
の
交
通
安
全

運
動
フ
ェ
リ
ー
水
際
作
戦
や
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
胆
振
物
産
展
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

も
、
お
い
し
い
苫
小
牧
の
水
を
味
わ
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

第49回　水道週間

フェリーターミナルの水際作戦

~ j m fl
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総務課

営業課

水道整備課

水道管理課

下水道計画課

下水道建設課

浄水場

総務係 ∂32-6628
職員係 ∂32-6629

部の統括と下水道受益者負担金など
職員の給与、福利厚生など
水道事業の経理
下水道事業の経理

財務第1係 ∂32-6692
財務第2係 ∂32-6690

料金係 ∂32-6679 水道を使用する時の届け出、水道使用
量の計量など
水道料金、下水道使用料金の収納など収納係 ∂32-6647

水道の調査や計画など計画係 ∂32-6587
水道建設工事の設計、施工など工事係 ∂32-6589

給水係 ∂32-6695 給排水装置工事の審査・検査、水道メ
ーターの管理など

配水管理係 ∂32-6701 配水管および公道内給水管の維持管理
など

計画係 ∂32-6592 下水道の調査、計画、処理場の設計・
施工など

管理係 ∂32-6604 下水道管の維持管理と特定事業所の指
導など

建設第1係 ∂32-6618
建設第2係 ∂32-6619

下水道管工事の設計や施工など

高丘浄水場 ∂32-2652
錦多峰浄水場 ∂67-1153

下水処理センター
西町下水処理センター ∂73-7528
高砂下水処理センター ∂32-7081
勇払下水処理センター ∂56-0395

上下水道部配置図（北庁舎3階）

営業課

水道管理課

総務課

水道整備課

下水道計画課

下水道建設課

カ
ウ
ン
タ
ー

通
路
　
　
　
　
　→

南
庁
舎
へ

カ
ウ
ン
タ
ー

水
道
・
下
水
道
事
業
は
、
施
設
整
備
が
進
み

建
設
か
ら
維
持
管
理
の
時
代
へ
と
変
化
し
て
き

て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
対
応
し
、
公
営
企
業
と
し
て
安

定
し
た
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
10
月
1
日
か
ら
水
道
部
と
下
水
道
部

を
統
合
し
、
上
下
水
道
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

本
庁
舎
で
の
執
務
室
は
、
現
行
ど
お
り
北
庁

舎
3
階
で
す
。

な
お
、
浄
水
場
、
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
は
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

詳
細

上
下
水
道
部
総
務
課
∂（
32
）6
6
2
8

新組織と主な業務

上下水道部では、平成18年度も、利用者の皆さんからいただいた水道料金などによって、市民の皆さんに安全でおいし
い水を安定的に供給するために、配水管の新設、水道施設の整備工事などいろいろな事業を実施しました。
水道事業は今後も効率的な財政運営を図りながら、良質な水道水の安定供給に努めてまいります。

・収益的収支については収入32億7千万円、支出27億9千万円となり、消費税を差し引いた純利益は4億2千万円となりました。
・資本的収支については、収入10億7千万円、支出21億8千万円となり、11億1千万円の資金不足になりました。
この不足額は、収益的収支のうち減価償却費など、現金支出を伴わない支出や減債積立金などで補てんしました。
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公
道
内
に
布
設
さ
れ
た
配
水
管
は
上
下
水
道
部
が

所
有
し
、
配
水
管
か
ら
分
岐
し
た
メ
ー
タ
ー
以
外
の

給
水
装
置
は
、
お
客
様
の
財
産
で
す
。

し
た
が
っ
て
給
水
装
置
の
施
工
（
新
設
、
改
造
、

宅
地
内
修
繕
及
び
撤
去
）
の
費
用
は
、
お
客
様
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

公
道
内
の
給
水
装
置
の
管
理
、
修
繕
は
上
下
水

道
部
で
行
い
ま
す
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
水
ま
わ
り
の
ト
ラ
ブ
ル
は

お
客
様
の
負
担
で
修
繕
を
行
う
も
の
で
す
。

○
水
道
管
の
凍
結

水
を
落
と
す
に
は
、
蛇
口
を
開
け
、
水
を
流
し

た
ま
ま
に
し
て
水
抜
き
栓
の
レ
バ
ー
か
ハ
ン
ド
ル
を

閉
め
ま
す
。

ま
た
電
動
式
の
場
合
は
水
抜
き
ボ
タ
ン
を
操
作

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
を
忘
れ
て
凍

結
し
て
し
ま
っ
た
。

○
老
朽
管
の
調
査
及
び
取
替
え

朝
の
出
し
始
め
の
水
が
一
時
的
に
赤
い
色
を
し

て
い
た
が
、
常
時
、
色
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
場
合

は
、
給
水
管
の
老
朽
化
が
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
サ

ビ
が
出
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
調
査

や
取
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
水
の
出
が
悪
く
な
っ
て
き
た

台
所
、
洗
面
所
、
風
呂
な
ど
、
水
と
お
湯
が
使

え
る
蛇
口
の
水
は
、
給
湯
用
ボ
イ
ラ
ー
を
通
っ
て
出

て
き
ま
す
。
ボ
イ
ラ
ー
に
は
水
圧
を
調
整
す
る
減
圧

弁
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
不
純
物
を
取
り
除
く
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
と

い
う
網
状
の
も
の
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
サ
ビ
な
ど
が
詰
ま
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
が
詰
ま
る
と
水
の
出
が
悪
く
な

る
の
で
清
掃
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
水
ま
わ
り
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
、
苫
小
牧
市
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
調
査
ま
た
は
修
理
の
依
頼
を
し
て
下
さ
い
。

最
近
、
上
下
水
道
部
職
員
を
装

っ
た
り
、
あ
た
か
も
上
下
水
道
部

が
勧
め
て
い
る
か
の
よ
う
な
言
葉

で
、
家
庭
を
訪
問
し
て
「
こ
の
水

は
水
質
が
悪
い
か
ら
」
と
言
っ
て

高
価
な
浄
水
器
の
購
入
を
勧
め
た

り
、
強
引
に
給
水
管
や
排
水
管
の

点
検
・
清
掃
・
修
理
を
行
っ
て
、

高
額
な
代
金
を
請
求
す
る
訪
問
販

売
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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苫
小
牧
市
旭
町
４
丁
目
５
番
６
号

上
下
水
道
部
総
務
課
　
∂（
32
）６
６
２
８

グリーン購入法の判断基準適合「古紙100％再生紙」を使用しています。

仕
事
や
そ
の
他
の
都
合
で
な
か
な
か
水
道
料

金
の
支
払
い
に
行
け
な
い
方
、
忙
し
く
て
つ
い

支
払
い
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
方
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
日
は
、
お
客
様
の
都
合
に
合
わ
せ

て
10
日
と
25
日
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
に
す
る
こ
と
で
、
市
役
所
・
金
融

機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
出
向
く
こ
と
な
く
支

払
い
が
で
き
、
支
払
い
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

●
預
貯
金
通
帳

●
印
鑑
（
通
帳
届
出
印
）

●
水
道
料
金
の
お
知
ら
せ
、
ま
た
は
領
収
書

こ
れ
ら
を
お
持
ち
に
な
っ
て
取
引
先
の
金
融

機
関
ま
た
は
上
下
水
道
部
営
業
課
窓
口
（
市
役

所
3
階
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は

時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
手
続
き
も
で
き
ま
す
の

で
、
営
業
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
後
、
口
座
振
替
開
始
ま
で
に

若
干
の
日
数
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

苫
小
牧
市
内
に
本
支
店
が
あ
る
次
の
金
融
機

関
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

・
北
海
道
銀
行
　
　
　
　
　
　
　
　

・
北
陸
銀
行

・
北
洋
銀
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
札
幌
銀
行

・
苫
小
牧
信
用
金
庫

・
室
蘭
信
用
金
庫

・
北
海
道
労
働
金
庫

・
北
央
信
用
組
合

・
と
ま
こ
ま
い
広
域
農
業
協
同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

転
入
・
転
出
、
苫
小
牧
市
内
で
の
引
越
し
、

使
用
者
名
義
の
変
更
等
の
際
に
は
、
届
出
が
必

要
で
す
。
営
業
課
窓
口
・
電
話
・
F
A
X
の
い

ず
れ
か
に
よ
り
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

イメージキャラクター 
『スイミー』 

その他わからない点があれば、 
お問い合わせください。 

★
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す

上
下
水
道
部
で
は
「
水
だ
よ
り
」
な
ど
の

上
下
水
道
部
の
印
刷
物
に
、広
告
を
掲
載
す
る
事

業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
の
申
込
や
料
金
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、

上
下
水
道
部
総
務
課
へ

申
込
方
法
は
？

取
扱
金
融
機
関
は
？

今
回
お
読
み
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
の
ご

意
見
・
ご
感
想
、
ま
た
日
頃
か
ら
水
道
事
業
に
つ
い

て
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
題

大
人
の
人
が
生
命
維
持
の
た
め
に
最
小
限

必
要
な
水
の
量
は
、
一
日
何
リ
ッ
ト
ル
で
し

ょ
う
か
。Ａ

　
３
リ
ッ
ト
ル

Ｂ
　
５
リ
ッ
ト
ル

Ｃ
　
７
リ
ッ
ト
ル

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
（
Ａ
〜
Ｃ
）
と
、
住
所
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

〒
0
5
3
―
８
７
２
２

苫
小
牧
市
旭
町
４
丁
目
５
番
６
号

苫
小
牧
市
　
上
下
水
道
部
　
総
務
課

「
水
だ
よ
り
」
ク
イ
ズ
係

締
　
切

12
月
14
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

賞
　
品

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
お
い
し
い
水

記
念
グ
ラ
ス
」
を
20
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
な
お
、
当
選
者
に
は
上
下
水
道
部

か
ら
連
絡
し
ま
す
。


